
飼い主のいない猫の対策について

1

市民生活部 環境衛生課

資料１



2

補助事業創設の背景

１．背景
近年、合志市内において飼い主のいない猫（野良猫）への苦情・相談が増加しています。
「近所の方が野良猫に給餌しており、糞尿に困っている」「倉庫で野良猫が子猫を産んだので保護してもらえないか」と

いった内容です。
猫の繁殖力は強く、環境省パンフレットによると、1頭のメス猫が3年後には2,000頭以上になると試算されています。
このような実態を踏まえ、以前から給餌者への指導や、猫の避妊去勢手術に対する補助事業を他団体と協力し、行ってき
ましたが、野良猫の繁殖力に対し、対応が追い付いていない状態です。
※市民からの相談事例を基に、野良猫の数を推定したところ、市内30程度の地域に約700頭が生息していると考えられます。



飼い主のいない猫の対策

２．市独自事業の創設

このような実態を踏まえ、市独自の飼い主のいない猫（野良猫）への新たな対策を検討しています。

今回は、飼い主のいない猫に対する避妊去勢手術への補助について検討しています。

避妊去勢手術への補助給餌者への指導の強化
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既存事業との比較・検討

３．具体的な補助内容について

現在、市民より飼い主のいない猫の避妊去勢手術に関する相談があった場合、３つの異なる団体の補助事業を紹介したう
えで、相談者の意向を聞き取り、意向にあわせた事業を紹介しています。
今後はそれら３つの補助事業に加え、合志市独自の補助事業を設けることを検討しました。

熊本県 動物愛護推進協議会 どうぶつ基金

補助対象
・県内（熊本市を除く）に生息する野良猫
を保護した県内在住の個人もしくは団体

・菊池管内に生息する野良猫を保護
した管内在住の個人もしくは団体

・市内に生息する野良猫を保
護した市内在住の個人もしく
は団体

申請受付窓口 各保健所 各市役所 合志市役所

申請受付期間 4月～翌年2月末 9月～翌年1月末 年中

協力病院 県内の動物病院 獣医師会加入病院(合志市３病院) あーす動物病院（菊陽町）

補助金額
オス 5,000円

5,000円 無料
メス 10,000円

猫の耳カット 必要 必要 必要

特徴

・公的第三者（自治会長等）からの
飼い主がいないことの証明

・令和5年度実績 10匹

・令和5年度実績 9匹 ・令和5年度実績 15匹

合志市

・市内に生息する野良猫を保護した市
内在住の個人もしくは団体

合志市役所

4月～翌年2月末

獣医師会加入病院(合志市３病院)

検討中

必要

・他事業よりも、申請者の費用負担減
・申請者の手間を極力減らす
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熊本県の動き

４．熊本県による避妊去勢手術支援事業の取組

熊本県はこれまで、飼い主のいない猫の対策として、県民が動物病院で支払う避妊去勢手術費用の一部を補助する形で実
施してきたが、令和６年３月１３日発表資料には令和６年度より新たに、宇城市松橋町に動物愛護センター（アニマルフレ
ンズ熊本）を開所することにともない、同センターで【別紙】のとおり無料で避妊去勢手術を実施する事業に変更するとの
ことでした。

検討結果

５．来年度以降の取組について

熊本県の動きを受け、本市としては、ここまで検討してきた本市独自の補助事業は一度保留とし、熊本県が新たに実施す
る事業の周知・啓発などを積極的に支援します。

しかし、県の事業で対応が追い付かない場合等には、本市独自の補助事業実施を再度検討します。
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【別紙】熊本県資料
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総合政策審議会

６．委員の皆様にお伺いしたいこと

飼い主のいない猫（野良猫）問題への市の関わり方について

１ 給餌者への指導の強化内容

２ 避妊去勢手術への補助内容について

①積極的に市が介入する（例：手術費全額補助）

②ある程度市が介入する（例：手術費一部補助）

③市は支援や助言にとどめる

④市は介入しない

⑤その他

所管する環境衛生課では、様々な検討を行っていますが、皆様に広く意見を頂きたいと考えています。
頂いた意見は、今後の事業制度設計の参考とさせていただきます。
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